
 

令和５年度第２回 置賜地域保健医療協議会 

 

令和５年 12月 19日（火）午後６時 30分～ 

                                       オンライン開催（Ｚｏｏｍミーティング） 

 

次  第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 報  告 

（１）令和５年度在宅医療専門部会及び病床機能調整ワーキングの概要について 

ア 第１回在宅医療専門部会（９月５日）            【資料１－１】 

  イ 第１回病床機能調整ワーキング（10月５日）          【資料１－２】 

  ウ 第２回在宅医療専門部会（12月１日）            【資料１－３】 

４ 協  議 

（１）地域医療構想の推進に係る各医療機関の具体的対応方針等について【資料２－１】 

  ア 公立病院経営強化プラン                【資料２－２～３】 

  イ 地域医療構想の推進に関する意向調査            【資料２－４】 

  ウ ＰＤＣＡサイクル等の実施に伴う非稼働病棟及び病床稼働率の検証【資料２－５～６】 

（２）第８次山形県保健医療計画案（令和６～11年度）について 

  ア 在宅医療部分                     【資料３－１～２】 

 イ 地域編「置賜二次医療圏」               【資料４－１～２】 

（３）次期山形県外来医療計画案（令和６～８年度）について 

  ア 全県部分                       【資料５－１～２】 

イ 各二次医療圏の取組内容「置賜地域」          【資料６－１～２】 

（４）令和５年度のスケジュールについて                【資料７】 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

ＺｏｏｍミーティングＩＤ：810 8654 3594 パスコード：695424  
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⑰ 資料４－２ 置賜地域編に関する御意見とその対応（案）       （事務局） 

 

⑱ 資料５－１ 次期山形県外来医療計画について         （県医療政策課） 

⑲ 資料５－２ 次期山形県外来医療計画案            （県医療政策課） 

 

⑳ 資料６－１ 同計画中「各二次医療圏の取組内容」置賜地域部分の案  （事務局） 

㉑ 資料６－２ 置賜地域部分に関する御意見とその対応（案）      （事務局） 
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㉓ 参考資料１ 山形県地域保健医療協議会設置要綱 
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令和５年度第２回置賜地域保健医療協議会 資料 概要 

≪ 網掛けの資料は委員限りでお願いいたします。一般に公表いたしません。≫ 

 

資料１－１ 令和５年度第１回在宅医療専門部会の概要（事務局）１頁 

資料１－２ 令和５年度第１回病床機能調整ワーキングの概要（事務局）１頁 

資料１－３ 令和５年度第２回在宅医療専門部会の概要（事務局）１頁 

本年度これまでの専門部会・ワーキングの概要です。第８次山形県保健医療計画（令和６～

11年度）策定にあたり、在宅医療関係は在宅医療専門部会で協議を行うこととされました。 

 

資料２－１ 地域医療構想の推進に係る各医療機関の具体的対応方針の検証等について 

（県医療政策課原案、事務局補筆）２頁 

  地域医療構想の推進に関して本年度、取組みを要する内容をまとめています。 

資料２－２ 米沢市立病院 公立病院経営強化プラン案（米沢市立病院）Ａ３判１頁＋A４判３１頁 

資料２－３ 小国町立病院 公立病院経営強化プラン案（小国町立病院）Ａ３判１頁＋A４判２３頁 

  それぞれ本編の前に概要版も用意しております。 

資料２－４ 各医療機関から提出された具体的対応方針（県医療政策課作成、事務局加工）Ａ３判２頁 

  県が実施した「地域医療構想の推進に関する意向調査」令和４・５年度の結果一覧です。 

資料２－５ 非稼働病棟の検証結果（事務局）１頁 

資料２－６ 病床稼働率の検証結果（事務局）１頁 

  本年度から実施することとされたＰＤＣＡサイクルによる進捗状況の検証の結果です。 

 

資料３－１ 第８次山形県保健医療計画（在宅医療関係）について（県医療政策課）１頁 

資料３－２ 第８次山形県保健医療計画 第２部 各論 第３章 在宅医療の推進 第１節 在宅医

療体制の整備 計画案（県医療政策課）７頁 

  標記計画のうち在宅医療関係の案について、在宅医療専門部会の協議結果等を踏まえて説明

し、御意見を賜ります。 

資料４－１ 同計画 第３部 地域編 第３節 置賜二次医療圏 計画案（事務局）１０頁 

資料４－２ 置賜地域編に関する御意見とその対応（案）（事務局）２頁 

  標記計画のうち置賜地域編の案について、御意見を賜ります。 

 

資料５－１ 次期山形県外来医療計画について（県医療政策課）１頁 

資料５－２ 次期山形県外来医療計画案（県医療政策課）５頁 

  本年度は、令和６～８年度を期間とする標記計画の策定を要します。概要を説明し、案に対

する御意見を賜ります。 

資料６－１ 同計画中「各二次医療圏の取組内容」置賜地域部分の案（事務局）３頁 

資料６－２ 置賜地域部分に関する御意見とその対応（案）（事務局）２頁 

  標記計画のうち置賜地域部分の案について、御意見を賜ります。 

 

資料７   令和５年度のスケジュール（事務局）１頁 



 

置賜地域保健医療協議会 令和５年度第１回在宅医療専門部会の概要 

 

開催状況 

○ 令和５年９月５日（火）午後６時 00分から オンライン開催 

○ 委員 27名参加、オブザーバー（県医師会）１名参加 

○ 協議 

（１）第８次山形県保健医療計画の策定について 

 （２）同計画骨子案（在宅医療部分）について 

（３）同計画地域編「置賜二次医療圏」「在宅医療の推進」について 

（４）令和５年度のスケジュールについて   ほか 

 

協議の概要 

（１）第８次山形県保健医療計画の策定について 

    保健医療計画の位置づけ、策定組織、検討体制、部会の体制、策定スケジュール

の予定等について事務局から説明を行った。 

（２）同計画骨子案（在宅医療関係）について 

    県庁医療政策課担当者が、見直しのポイント、厚生労働省より示された在宅医療

体制について、骨子案の概要等説明を行った。第８次計画において明記することが

求められている「在宅医療に積極的に取り組む医療機関」及び「在宅医療に必要な

連携を担う拠点」の設置について本県の対応案についても併せて説明を行った。 

   〔主な協議のまとめ〕 

・ 在宅医療を行うためには、多職種連携が重要。 

・ 高齢者はある程度介護が必要になると施設入所する者も多く、施設での看取り

の体制等さらに整備が必要。 

・ 「積極的役割を担う医療機関」は他の医療機関の支援という役割もある。国の施

策ではあるが、設定にあたっては地域の実情にも見合った検討が必要。 

・ 「連携拠点」は、かなり求められるものが多く、マンパワーも必要。持続的な運

営を考えると公的な機関が担った方がよい。 

（３）同計画地域編「置賜二次医療圏」「在宅医療の推進」について 

    骨子案について事務局より説明を行った。委員には、後日書面での意見提出を依

頼した。 

   〔主な協議のまとめ〕 

・ 高齢者施設からの救急搬送が増加しているため、入所者の体調不良時の医師と

の連絡体制などを含めた、医療・介護の連携体制の検討が必要。 

（４）令和５年度のスケジュールについて 

    保健医療計画策定に係る保健医療協議会、専門部会等のスケジュール案を事務局

より説明した。また、「積極的役割を担う医療機関」及び「連携拠点」については今

後個別にヒアリングを行いながら検討することも説明。 

資料１－１ 



 

置賜地域保健医療協議会 令和５年度第１回病床機能調整ワーキングの概要 

 

開催状況 

○ 令和５年 10月５日（木）午後６時 00分から オンライン開催 

○ 委員（管内 15病院院長及置賜保健所長）16名参加（１名代理含む）、 

オブザーバー（県医師会、管内医師会）３名参加 

 〇 報告 令和４年度病床機能報告の結果について 

○ 協議 

（１）地域医療構想の推進に係る各医療機関の具体的対応方針について 

 （２）次期「山形県外来医療計画」素案について 

（３）同計画中「各二次医療圏の取組内容」置賜地域部分の素案について  ほか 

 

協議の概要 

（１）地域医療構想の推進に係る各医療機関の具体的対応方針 

    具体的対応方針の検証等の進め方等について事務局から説明を行った。 

  〔主な協議のまとめ〕 

・ 小国町立病院の今後について、看護師等人材確保が非常に困難であり、病床数の

見直しを検討している。 

・ 米沢市立病院も 11月１日の新病院開設時、人材確保が困難であることから、高

度急性期病床を当所の予定より削減して開設予定である。 

（２）次期「山形県外来医療計画」素案について 

（３）同計画中「各二次医療圏の取組内容」置賜地域部分の素案について 

    県庁医療政策課担当者及び事務局より計画素案及び地域部分の素案について説明

を行った。 

   〔主な協議のまとめ〕 

・ 数字上、置賜地域の医師数は増加しているが、研修医数の増加によるところが大

きく、さらに地域や診療科による偏在もあるため、二次医療圏内の状況について

丁寧に見ていくことが必要。 

・ 医師の高齢化や人口減によるコメディカルスタッフ確保も喫緊の問題。地域も

広いので、遠隔診療の導入も積極的に進めていくべき。 

・ 置賜地域は自治体立病院が多いため、訪問診療や産業医等公衆衛生の分野も自

治体立病院が支えている。 

（４）その他 

   〔主な意見のまとめ〕 

・ 医師、医療従事者不足の中、オンライン診療をさらに進めてほしい。 

・ 高齢者施設からの救急搬送が救急医療の現場を圧迫している。高齢者施設にお

いて、入所者、家族に対して事前の説明と意思確認が重要である。 

 

資料１－２ 



  

置賜地域保健医療協議会 令和５年度第２回在宅医療専門部会の概要 

 

開催状況 

○ 令和５年 12月１日（金）午後６時 30分から オンライン開催 

○ 委員 25名参加（２名欠席、１名代理含む） 

○ 協議 

（１）第１回会議（R5.9.5開催）における意見等について 

 （２）第８次山形県保健医療計画案（在宅医療関係）について 

（３）保健医療計画と介護保険事業計画の整合性について 

（４）同計画地域編「置賜二次医療圏」「在宅医療の推進」案について   ほか 

 

協議の概要 

（１）第１回会議（R5.9.5開催）における意見等について 

    第１回会議等で委員から出された意見について、対応案等も含め、事務局から説

明。「在宅療養支援診療所・病院」の基準についても補足説明を行った。 

   〔主な協議のまとめ〕 

・ 在宅診療を行う上で、国が求める「在宅療養支援診療所」の要件を全て満たすこ

とはかなりハードルが高い。 

・ 在宅療養支援診療所にこだわる必要はなく、できるところから取り組むことが

重要。診療所間や訪問看護等ともどのように連携していくかが重要になる。 

（２）第８次山形県保健医療計画案（在宅医療関係）について 

（３）保健医療計画と介護保険事業計画の整合性について 

    県庁医療政策課担当者より計画案及び数値目標の設定根拠などについて説明。置

賜地域の「在宅医療に積極的役割を担う医療機関」「連携拠点」について事務局から

補足説明を行った。 

   〔主な協議のまとめ〕 

・ 高齢者人口も減少に転じており、訪問診療や在宅看取りの対象者は増えない可

能性がある。ただ、数は増えなくても内容を充実させる必要はある。 

・ 置賜地域は小規模な訪問看護ステーションが多く、難病や医療的ケア児等、特殊

事例に対して対応が難しい。看護師確保も喫緊の課題。また、在宅医療において

は、対象者個別への対応が必要であるため、調剤や資材の確保等も課題。 

・ 高齢者施設での入所者の状態変化を早期にかかりつけ医等に相談できる体制が

必要。 

・ 各地域で設定される「積極的役割を担う医療機関」「連携拠点」が集まり情報共

有を行えると良い。 

（４）同計画地域編「置賜二次医療圏」「在宅医療の推進」案について 

    計画案及び数値目標の設定根拠について事務局から説明。委員には、後日書面で

の意見提出を依頼した。 
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地域医療構想の推進に係る各医療機関の具体的対応方針の検証等について 

 

１ 趣 旨 

（１）「地域医療構想の進め方について」（令和４年３月 24日付医政発 0324第６号厚生労

働省医政局長通知）により、令和４年度及び令和５年度において、地域医療構想に係

る民間医療機関も含めた各医療機関の「具体的対応方針」（①及び②）の策定や検証・

見直しを行うこととされた。 

  ① 公立病院については、「公立病院経営強化プラン」を充てることとされた。 

※ 「公立病院経営強化ガイドライン」（令和４年３月 29 日付総財準第 72 号総務省自治財政局長通

知）の規定に基づく策定義務。対象期間：令和９年度まで 

  ② 民間医療機関については、公立病院のようなプラン策定義務がないため、県が実

施する「地域医療構想の推進に関する意向調査」の回答結果を充てることとした。 

   ※ 本調査は、民間に限らず公立・公的医療機関も対象。ただし、公立病院については、あくまで経

営強化プランが「具体的対応方針」となるため、本調査の結果は参考資料の位置付け 

（２）「具体的対応方針」については、地域医療構想調整会議で協議することとされた。 

（３）「具体的対応方針」は、下記①及び②を含むこととされ、これらについて要協議 

① 2025年を見据えた構想区域において担うべき医療機関としての役割 

② 2025年に持つべき医療機能ごとの病床数 

 

２ 具体的対応方針の検証の進め方 

（１）民間医療機関については、県庁担当課から全医療機関に対し「具体的対応方針」 

（昨年度の意向調査の回答結果）の変更の有無を照会＊した。その際、病床機能報告

との不整合が生じている部分について、可能な限り整合を図っていただいた。 

    ＊ R5.10.10 付け医政第 747号健康福祉部医療政策課長依頼 

（２）公立病院については、公立病院経営強化プラン案を、県庁関係課での確認作業が終

わったものから随時、直近の調整会議に諮ることを原則とするが、年度末ぎりぎりで

は意見の反映が事実上不可能となるため、今回（12/19 開催）の第２回調整会議に現

段階の案文の提出を求め、これを諮る。 

※ 置賜広域病院企業団、公立高畠病院、白鷹町立病院については令和４年度に協議

を終えているため、今回、協議を行うのは米沢市立病院、小国町立病院 

（３）公立病院経営強化プランの構成項目のうち、①「地域医療構想等を踏まえた当該病

院の果たすべき役割・機能」と地域医療構想との整合性について協議し、合意を得る。

また、その他の構成項目である②「地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき

役割・機能」及び③「機能分化・連携強化の取組」についても、保健医療計画及び地

域医療構想に関わる内容であるため、参考意見をいただく。 

（４）地域医療構想は 2025年が一つの区切りとなるが、公立病院経営強化プランの対象期

間が 2027 年であることを踏まえ、民間を含む医療機関の対応方針の協議にあたって

は、それら両方の対象期間について検証を行う。 

資料２－１ 



 

（５）調整会議における協議の結果、医療機関の対応方針について、地域医療構想等との

整合性上問題ないと判断できる場合には「合意」とするが、調整会議から意見等があ

るものについては、各保健所から当該医療機関にその内容を伝達する。 

（６）調整会議での協議後も、各医療機関の判断で対応方針を随時、検証・見直しを行い

変更する（修正する）ことも可能とする。 

 

３ 地域医療構想の推進に向けたＰＤＣＡサイクル等の実施について 

（１）各構想区域における令和５年度の各医療機関の対応方針の策定率の目標は 100％と

することを７月 26日開催の第１回調整会議で決定した。 

※ 令和６年度以降の年度目標は、合意した対応方針の実施率が、令和７年度末まで

に 100％となるよう設定する予定 

（２）地域医療構想の進捗状況の検証にあたっては、病床機能報告上の病床数と将来の必

要量の差について、特に、非稼働病棟の対応と病床稼働率の見通しを中心に要因分析

を行い、第２回以降の調整会議で協議のうえ、評価を行う。 

  ≪置賜地域における具体的対応案≫ 

① 非稼働病棟は、令和４年度病床機能報告において２か所、存在するが、いずれも

大きな問題はないと思料【資料２－５】 

② 病床稼働率は、該当の病院３か所から事務局が個別に聴取した結果、やはり大き

な問題はないと思料【資料２－６】 

主な検証項目(例) 検証のポイント 

非稼働病棟 ・非稼働病棟のある全ての医療機関について検証を行う。 

・10～11月に実施した以降調査において、非稼働病棟のある医療機関

に対して、今後の運用見通しの回答を求めた。 

・必要に応じて事務局から医療機関に直接ヒアリング等も実施した。 

・非稼働の理由と今後の運用見通しに関する計画について、必要に応

じて医療機関に調整会議での説明を求める場合がある。 

病床稼働率 ・公立病院経営強化プランにおいて検討を求められる水準に準じて、

検証を行う病床稼働率は 70％未満を目安とする。 

・病床機能報告を基礎として算出した医療機関ごとの病床稼働率を基

礎とし、必要に応じて事務局からヒアリング等で対応を確認した。 

その他の 

特段の事情 

・2025年以降の建替えや再編による病床の削減・転換の予定数を把握 

※ 構想区域ごとの検証状況については、下記（３）の工程表を含めて、県庁担当課

が取りまとめ、年度末にホームページ上で公表する予定 

（３）上記の検証を踏まえ、なお対応が不十分な場合は、第３回調整会議で構想区域の 2025

年の医療提供体制について改めて協議を行い、構想区域の課題を解決するための年度

ごとの工程表を策定・公表する必要がある。 

（４）以上の検証作業は、国の方針に基づき今後、毎年度実施していくものとする。 
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